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的一者によって呼びかけられた預言者は，最初召命に対する抵抗を試みるが，対話の過程
で次第に自己のうちにあった様々な言葉を失い，それとともに神の意思である神の言葉に
捕えられる。このようにして預言者は次第に神との真の我-汝の応答関係に入っていき，
それまで自分が固執していた自我を脱却し，神の意思を自己の意思とするに至る。この過
程で預言者は，受動的存在であると同時に，逆説的に能動的な存在となる。預言者は，こ
の言い表し得ぬ関係の中で，神に対する徹底的な受動性のうちに真に意志的な存在へと変
えられ，自己と世界に対する主体的能動性を獲得するのである。そして預言者は，世界へ
と出て行く。それはこの聖なる空間を離脱するためではなく，聖なる空間を世界へと拡大
するためである。このようにして預言者は，神の同労者として神の救済行為に参加し，神
に対する徹底的従順のうちに真の主体的存在となるのであり，世俗的現実の只中で，神と
共に，神の言葉の実現に己の存在のすべてを賭けるのである。
4. 戦いは果てしなく続く
　人間の自然からの疎外が始まって以来続いてきた，言い表し得ぬことを表すという果て
しない戦いの中で，人間は逆に言語の呪縛の中にしっかりと組み込まれてしまった。その
呪縛は近代のもたらした管理社会の檻の強化と相即して，ますます人間を強く締めつけつ
つある。それに対する人間の絶望的抵抗は，言葉の氾濫を生むだけに終り，今や言語に対
する徹底的な不信感が蔓延しているように見える。様々な情報が整理されないまま錯綜し，
宗教はそれぞれのドグマをがなりたて，既成の言語枠に縛られた様々な幻想を派手なエク
リチュールで飾り立てる。様々な社会矛盾が噴出する中で，人間は暴走する近代に為す術
もなく身を任せ，一時の安心を与えてくれる言葉に奴隷のように寄り縋る。まさに時代は
絶望的情況にあると言わざるを得ない。
　社会矛盾の存在は，しばしば人間に不思議な行動を取らせる。宗教学者の佐々木宏幹に
よれば，日本による経済進出の目覚ましい東南アジアの日本企業で，しばしば現地採用の
従業員の間で集団的トランス状態が発生し，それは現地で信じられているシャーマンの行
う宗教儀礼によって収束すると言う22。また，シャーマンになる人物は，男性優位社会に
おける女性やカースト制度下のシュードラ出身者のように，社会の周縁的人々が多いと言
う23。こうした人々は，度々トランス状態に見舞われる中で，先輩のシャーマンの指導で
それを受け入れ，シャーマンとして生きていく決意をすることによって，やっと自己を取
22 佐々木宏幹『シャーマニズム』（中公新書，1993年 7版，1980年初版），150-155頁。
23 同書，76，158頁。
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り戻すのだそうである24。
　人間は何らかの形で社会の矛盾に晒される中で，日頃抑えていた生の不定感に苛まれ始
め，時として心身に異常をきたすものらしい。佐々木宏幹の報告によれば，この場合の解
決方法としては，一つは社会構造自体を自己に都合のよい方向に変革することであり，他
は自己の内面の問題を象徴的，観念的に処理することである。そしてシャーマンは，後者
の役割を担っていると言う25。
　ところが古代イスラエルの預言者は，このようなシャーマンとはいくつかの点で異なっ
ている。月本昭男によれば，イスラエル預言者の幻は，預言者の意識が常に保持されてお
り，預言者が神との対話を通して幻の意味を理解するという点で脱魂型シャーマニズムと
は異なっている26。しかしそれは，単なる幻聴ではなく，「神ヤハウェのことばは，預言者
の人格を支配するようにして預言者の内に入り込んだ」のであり，「ことばの憑依」と呼
び得るものである。そしてそれは，「ことば」が力ある実体と観念されていたため，「霊の
憑依」とも言い換えられるものである27。
　この月本昭男の説明は，イスラエル預言者の本質を宗教学的側面から明確にしたものと
言えよう。イスラエル預言者が幻視体験をするのは，何らかの社会矛盾の存在を背景とし
ている点でシャーマンとの共通性があるが，イスラエル預言者は完全な主体性を持った存
在として神と対峙するのである。預言者は神と対話する過程で，抵抗しながらも徐々に主
体性を喚起され，神の意思をおのれの意思とするに至る。すなわち，「神のことばに捕え
られ」，神によって民へと派遣されるのである。この時預言者は，神の意思に対する絶対
的受動性と自己の意思に対する能動的主体性を逆説的に具現した，絶対受動の主体的存在
となっており，この逆説的主体性に促されて神によって社会に派遣される。即ち，これを
非宗教的に語るならば，良心に促されて≪社会参加≫するのである。上述のシャーマン達
に対しては，深い同情を禁じ得ないが，超越的存在への受動性と自己の主体性の弁証法に
関しては不徹底の感は否めず，象徴的次元にとどまるのみで社会との徹底的な対決がなく，
その結果自己との真の対決もない。それに対して，この絶対受動の主体性においては，自
己の内面の変革が同時に社会変革へと向かうことになる。
　現代において，この逆説的主体性が激しく燃え上がる事件が発生した。1970年 11月 13
24 同書，51，100-101頁。
25 同書，161頁。
26 月本昭男「古代イスラエル預言者とシャーマニズム」，『聖書と古代オリエント世界』（宗教史学
研究所編，山本書店，1985年），155，159頁。
27 同書，152頁。
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日，韓国でチョン・テイル（全泰壱）という一人の青年が焼身自殺を遂げた。彼は貧しい
労働者であったが，自分と同様劣悪な労働条件を強いられている仲間達を救おうと様々な
努力をした揚げ句，報いられず，傷つき，疲れ果てて，最後の手段として自らの身体を
犠
いけにえ
牲として捧げ，この悲惨な実態を世に訴えようとしたのである。この事件は政府の言論
統制下で「流言蜚語」として伝わり，その後の人権闘争につながることになる28。そして
この運動の過程で多くの青年達が，或いは投獄され，或いは焼身自殺したが，このような
悲劇的情況の中で，彼等の母親達が同じような苦難のうちにある他人と苦痛を共有しよう
とし，また生き残った多くの青年の中に殉教した自分の息子の復活した姿を見出すという，
驚くべき事態が起こったのである29。
　この「自己超越の事件」30の発火点は，社会の最下層であった。チョン・テイルは苦難
の情況の中で隣人との苦難の共有を知り，やがて自ら隣人の苦難を担い，神不在の情況
を変革する主体的存在へと変えられた。この烽
のろし
は，それを見たチョン・テイル程貧しく
はない多くの人々の間にも飛び火した。おそらく，始めの頃多分にヒロイズムが混じっ
ていたことであろう彼等の心情は，弾圧の中でチョン・テイルの苦難を追体験すること
によって，徐々に隣人の苦難を自己の苦難として主体的に担い得る存在へと変えられて
いったのではないだろうか。そして遂にこの炎は，この事件の中で愛する我が子を取り
去られた母親達の中で燃えさかり，彼女達の母性愛を崇高なものにまで高めたのである。
その多くがクリスチャンであった彼等の行動の背後にあったのは，「イエス事件」の記憶
であったに違いない。約二千年前に苦難の死を遂げた一人のメシア的人物の出来事は，「流
言蜚語」となって噂され，後に記録されるに至った。そしてこの事件の火種は，二千年
の間，時に大きく燃え広がりながらくすぶり続け，チョン・テイルの中にまた新たな炎
を吹き上げたのである。この炎は時間と空間を超えて多くの名もなき人々を捕え，今も
なお社会の周縁でひっそりと燃えていることであろう。そしてそうした人々の中にイエ
スが，チョン・テイルが，更に多くの名もなき人々が，今もなお生き続けているのである。
彼等は，気の利いたスローガンを並べ立てることはせず，ただ木
で く
偶のように自分の身一
つを他人に献げるだけである。しかし，そのことによって彼等は世界の諸矛盾の主体的
担い手となり，神不在の情況の中で，イエスやチョン・テイルと共に，変革の行為者と
して生きるのである。彼等の生はあらゆる表現を超越し，生それ自身が言葉であると同
28 安炳茂『民衆神学を語る』新教出版，1992年，294-295頁。
29 同書，381-391頁。
30 同書，123頁。
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時に，出来事である。そして彼等の生そのものから発せられる叫びは，地下のマグマの
流れのように響き合い，我々に根底より迫り，我々の生を捕え，揺さぶり続けているの
である。
　あれから時は流れ，韓国は民主化を遂げた。かつて韓国政府によって拉致され，殺され
かけたキム・デジュン（金大中）は，その後韓国の大統領にまで登り詰めた。今や韓国は
経済的にも繁栄し，「維新体制」の圧政の頃とは隔世の感がある。また，1960年代におい
てマーティン・ルーサー・キング牧師に率いられて公民権運動が燃え上がった米国では，
黒人大統領が誕生した。今や経済大国となりつつある中国や経済発展の著しいベトナムで
も，かつての天安門事件やベトナム戦争は人々の記憶から忘れ去られようとしている。す
べては，未熟だった過去のほろ苦い思い出に過ぎないのだろうか。
　いや，おそらくそうではあるまい。過去においてもそうだったように，現在も地球上の
至る所で，多くの人々が苦しみ，嘆きながら，正義と平和と人間らしい暮らしを求めて，戦っ
ている。時々刻々と変化する世界の中で，≪情況≫は不断に生れ続けている。問題は，私
達がそれに気づくかどうか，そしてその≪情況≫に関与する勇気を持てるかどうかだけで
あろう。
　今や人類は，所謂先進諸国の飽食と第三世界の飢餓とが為す術もなく同居し環境破壊が
際限なく拡大する世界の中で，核の恐怖に怯えながら，隔絶した孤独の生に閉じ込められ
ている。人間の自然からの疎外は比類ない形で進行し，マルクスの言う類的存在としての
人間の疎外が，目に見える形で現実のものとなるに至った。それは即ち人間的本質からの
疎外であり，人間の人間からの疎外でもある31。
　この終末論的現代に，私達は如何に生きるべきか。その日その時を，私達は呻きつつ，
切に待望している。この地球上の至る所で，人々は戦争，災害，飢え，差別と人権蹂躙，
圧政に苦しんでいる。この戦いはなおも果てしなく続き，人類は与えられた≪情況≫の中
で格闘し続ける。この闇の中で人類がなおも格闘し続けなければならない理由と，その力
の源泉は何であろうか。あるいは，サルトルがその遺稿となったヌーヴェル・オプセルヴァ
トゥール紙上での最後の対談の中で熱く語った≪希望≫を，私達も口にすべきなのであろ
うか。
　結論を急ぐ。≪情況≫とは客観的な形で存在するものではなく，自身の主体性において
そこに入って行くべきアンガージュマン（engagement）の場である。そして，神不在の
31 カール・マルクス『経済学・哲学草稿』（城塚登・田中吉六訳，岩波文庫，1964年），98頁。
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情況の中で私達が見出すのは，神支配の現実である。この≪現実≫は，言葉を超越してい
る。≪神の国≫とは，ただ≪風≫を感じ，それを呼吸することができるという，この≪現
実≫に他ならない。
